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志田が、1909 年 9 月に京都帝国大学理工科大学に助教授として赴任する直前の同年 6 月 5 日に、東京
天文台の初代台長で、31年間にわたり台長職にあった寺尾寿・東京帝国大学教授の「在職満25年祝賀会」
が東大附属植物園で開催された。このときの記念写真が国立天文台･天文情報センタ ・ーアーカイブ室新聞 












ドモ 其ノ意ヲ得ズ 御調査ノ結果ノ御公表ヲ待ツヨリ外無シ。震源ニ就キ御踏査ノ結果 名瀬ノ
東三十五里ナラントノ御見込ノ内、小生ハ先便申上候後、上海、イルクック、マニラ、水沢、台北、
大阪、京都、東京ノ発震時ヨリ推算シ震源ハ御説トハ反対ニ、λ＝128°.9,  ψ＝28°.2 ナリト
存候。 




















































































からの距離は約 100km になる。すぐに彼は、地震計の記録紙を見に行き、水平動 2 成分の地震計の初動
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